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＜CAM フィリピン・リサーチ・レポート＞ 
 
 

2019 年 8 月 8 日 

フィリピンの外貨準備高 
+11％の 852 億ドル 

 
フィリピン中央銀行によると、2019 年 7 月末の同国総外貨準備高（速報

値）は 851.8 億ドル（約 9 兆円）となった。前年同月比+11.0％。政府の外

貨建て預金、中央銀行の外貨運用・海外投資収益・保有する金の評価益増等に

よる。 

 

同国の外貨準備高は、輸入の 7.4 カ月分、短期対外債務（元本ベースの短期負

債）の 5.2 倍に相当しており、十分な流動性を確保している。 

 

 
出所：フィリピン中央銀行のデータをもとにキャピタル アセットマネジメントで作成 
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